３　学習指導案について
学習指導計画作成上の留意点（学習指導案作成例）




第○学年　体育科学習指導案
                                              
令和　年　月　日（　）　校時
第　学年　組（　　　名）●記載の仕方を校種で統一した。

場所〇〇学校体育館
指導者　○　○　○　○
１　単元名　　サッカー（ボール運動：ゴール型）

２　単元の目標
（１）　ゴール型の行い方を理解するとともに、ボール操作とボールを持たないときの動きによって、簡易化されたゲームをすることができるようにする。　　　　　　　（知識及び技能）
（２）　ルールを工夫したり、自己やチームの特徴に応じた作戦を選んだりするとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。　（思考力，判断力，表現力等）
（３）　活動に積極的に取り組み、ルールを守って運動をしたり、勝敗を受け入れたり、仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。
（学びに向かう力，人間性等）

３　運動の一般的特性
高学年のボール運動は、ゴール型、ネット型及びベースボール型で構成され、ルールや作戦を工夫したり、集団対集団の攻防によって仲間と力を合わせて競い合ったりする楽しさや喜びを味わうことができる運動である。
サッカーは、主に広いコートでゲーム等を行うことが多いことから、関連して高まる体力としてスピードや全身持久力などの向上が期待できる。
一方、主に足を使ってボールを操作する機会が多いことから、ドリブルやパスなどの意図的なボール操作や、ボールを持たないときに相手や味方の動きを捉えることなどが難しく、課題解決に向けた作戦や戦術などが成功しにくい。
●これまでの学習（他教科等含む）
において、指導内容がどの程度
身に付いているのか、また、本単
元に関するこれまでの学習の体験状況等について明記する。
●「運動」と「単元」の特性を記載する。
●単元で特に期待できる体力の項目を
記載する。
●単元で指導が困難な内容等を記載する。
　（指導と評価の計画につなげるため）


４　児童の実態
　本学級の児童は、～
　一方で、～　

５　学習を進めるに当たって
本単元では（本単元を通して）・・
特に単元前半で○○を重視し・・、単元後半の○○につなげる・・
単元後半の作戦の話合いでは、タブレット端末を活用し・・
「ひなたの学び」との関連では、特に「どうすれば作戦が成功するのか」という問いを毎時間もたせるとともに、作戦や練習など仲間と試行錯誤する時間を確保し・・

●児童の実態を踏まえて、下記の内容を明記する。
①単元を通して重視・重点化する内容（手立て）
②流れの中で特に重点化する内容
（単元の前・後半、一単位時間のはじめ・なか・終わり）
③「ひなたの学び」と特に関連する内容
（単元を通して、流れの中で）








６　指導と評価の計画
	時 間
	１
	２
	３
	４
	５
	６(本時）
	７
	８

	学習の流れ
	0




10




20




30




40

	(オリエンテーション)
１　準備運　
　動
２　サッカ
ーの説明
（動画視
聴）
３　学習の
進め方
　○学習の
約束
　○ルール
の確認
　○振り返
りの仕
方
　○試しの
ゲーム
４　振り返
　り
	〈ねらい①〉
サッカーの基本的な技能を高めよう。
１　チームごとに準備運動
２　前時に行ったドリルゲーム
３　本時のねらいの確認
	〈ねらい②〉
楽しみながら勝利を目指すための作戦を選ぼう。
１　チームごとに準備運動
２　チームの課題に応じたドリルゲーム
３　本時のねらいの確認

	
	
	
	４　本時の学習内容の確認
「基本的なボール操作に慣れよう」
５　課題解決のための運動
　○ドリルゲーム
　　・ドリブル
　　・パス
　　・シュート
	４　本時の学習内容の確認
　「チーム全員の特徴を生かした作戦を選ぼう」
５　作戦の選択
・プレイヤーカードの確認し、作戦を選ぶ。
	４　本時の学習内容の確認
「５－３カップを楽しもう」

５　作戦の確認

６　ゲー　
　ム


	
	
	
	６　ゲーム
○２ゴールゲーム
（ゴールはドリブル通過）
	６　ゲーム
　○グリッドゲーム
（縦に２分割されたゲーム）
７　自身の特徴をまとめた「プレイヤーカード」作成
	６　ゲーム①
　○ルールの確認及び変更
７　ゲーム①の振り返り
　○作戦の見直し
８　ゲーム②
	

	
	
	
	７　本時のまとめ、振り返り
８　片付け
	８　本時のまとめ、振り返り
９　片付け
	９　本時のまとめ、振り返り
10　片付け
	７　単元のまとめ、振り返り
８　片付け

	評価の重点
	知
	①
	②
	
	③
	
	
	
	

	
	思
	
	
	③
	
	①
	②
	
	

	
	態
	
	④
	
	
	②
	
	①
	③



	単元の評価規準
	評価方法

	知・技
	①ゴール型の簡易化されたゲームの行い方について言ったり、書いたりしている。
②蹴る、止める、運ぶといったボール操作ができる。
③ボール保持者からボールを受けることのできる場所に動くなどのボールを持たないときの動きができる。
	観察
カード

	思・判・表
	①誰もが楽しくゲームに参加できるように、プレイヤーの人数、コートの広さ、プレイの制限、得点の仕方などのルールを選んでいる。
②自己やチームの特徴を確認して、作戦を選んでいる。
③味方が受けやすいように、ボールをパスすることについて考えたことを他者に伝えている。
	観察
カード

	態度
	①ゴール型の簡易化されたゲームや練習に取り組もうとしている。
②ルールやマナーを守り、仲間と助け合おうとしている。
③ゲームの勝敗を受け入れようとしている。
④ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり、話し合ったりする際に、仲間の考えや取組を認めようとしている。
	観察
カード



●単元全体を見通して、「児童が学びやすい、わかりやすい」などの視点から単元をデザインする。
●三つの資質・能力をバランスよく指導し評価をすることを心がける。
●指導内容と評価の整合性を図る。（指導したことを評価する ⇒「指導と評価の一体化」）
※指導したことが身に付くのに時間がかかる項目（技能、態度など）は、評価の機会を単元前半と
後半で設定したり、指導した数時間後に評価機会を設定したりすることも考えられる。






７　本時の学習（６／８時間）※目標なので
思考力，判断力，表現力等


（１）本時の目標
　　〇　自己やチームの特徴を確認して、作戦を選ぶことができるようにする。
（思考力，判断力，表現力等）
（２）本時の評価項目※評価項目なので
思考・判断・表現


　　〇　自己やチームの特徴を確認して、作戦を選んでいる。（思考・判断・表現）


８　学習指導過程※できるだけ具体的に記載する

	段階
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点※本時の目標（学習内容）を実現するために、どのように
学習活動を仕組んでいくのかを具体的に明記する。

	〇：評価項目
(評価方法)
【Ａの例】
	「努力を要する」状況と判断される児童への手立て

	はじめ
10分
	１　挨拶・準備運動を行う。

２　チーム練習をする。


３　本時のねらいを確認する。


４　チーム全員の特徴に応じた作戦を選ぶ。【作戦例】
・連続パス作戦
・ドリブル＆フォロー作戦
・ガンガンシュート作戦
・サイドダッシュ作戦
・動いて動いて作戦

	○　安全に運動できるように健康状態を確認する。
○　チームごとに練習を行わせることで、個人技能の向上と、チーム内での対話を促す。
チーム全員の特徴を生かした作戦を選ぼう。



○　プレイヤーカードを参考にさせることで、チームの全員の特徴にあった作戦を選ぶことができるようにする。
	
	※評価方法
ＡとＣの児童をチェックする。
チェックがつかない児童はＢとする。
参考資料P59～61参照


	なか30分
	５　ゲーム①を行う。【基本ルール】
・５人ｖｓ５人
・１試合５分
・タッチラインからボールが出た場合は、出た地点からキックインで試合再開。
・ゴールラインからボールが出た場合は、自陣ゴール前からキックインで試合再開。
・ゴールが決まったら中央から試合再開。
・ゴールキーパーは配置しない。












６　ゲーム①を振り返り、作戦会議を行う。


７　ゲーム②を行う。
	○　作戦会議の際、ゲーム①の結果だけを見るのではなく、一人一人のゲームへの関わりや、楽しかったかどうかを確認するよう促す。
○　作戦会議での変更点をカードに記録させることで、チームの作戦の変遷を可視化し、より正確なチームの特徴にあった作戦を選ぶことができるようにする。
○　作戦会議で児童から出された作戦について、指導者が声かけをすることで、その作戦を意識して試合に臨むことができるようにする。
	○　自己やチームの特徴を確認して、作戦を選んでいる。（観察・カード）
【自己や仲間の特徴を理解し、チームの特徴を踏まえ作戦を選んでいる】
	○　作戦会議で、自分の特徴を伝えることができない児童については、プレイヤーカードの提示を促す。
[bookmark: _Hlk66817468]※Ａ評価
「十分満足できる姿の設定例」参考資料P59


	まとめ5分
	８　めあてに対する本時の振り返りを行う。
○　学習カードに自分のチームに合う作戦を選ぶことができたか記入する。

９　挨拶・片付けを行う。
	○　本時で選んだ作戦やゲームの感想、友達との関わりを記録させることで、次時以降のチームの課題解決につなげられるようにする。
	
	


【パスを出した後に、次のパスを受ける動きが繰り返しできる。】

